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お の お の 、 自 分 の こ と ば か り で な く 、 他 人 の こ と も 考 え な さ い 。

口語訳聖書・ピリピ人への手紙2 章４

今月の聖句 は、人間 の成長や その目指 すものが何であるかとい うことを考えさ

せ られます。 パウロ は 「自分のことばかりではなく、他人 のことも考えなさい」

と言ってい ます。「自分のことは考えず、他人のことを考えなさい」 と言ってい ま

せ ん。「自分のこと」 を考え ることを否定 はしてい ない のです。「自分 こと」 を考

えることは、大切なことなのです。人間 の成長は、「自分 こと」 から始 まります。

「自分」がしっかりし ない と「他人」のことを考えることはできません。

私 たちは、 自分を愛 して みて始 めて、 他人 が何 を求めているのか、 どんなこと

を喜んで くれるのかを、知 ることがで きます。自分を愛し、 自分を大切 にし たこ

とのない人 は、いつ か欲求不満を持つ ようにな り、 他人 を傷つけてし まうことが

あるのです。人 は、 まず、 自分 を愛 することから始 めなければならないのです。

人生 の第一歩 は 「自立」 から始 まります。 子 どもは 「自立」し始 めます。一人

になり、自分で考え、自分を知 り、自分でいろいろなことがで きるようになります。

「自立」 は、子 どもの、人間 としての 〈旅立 ち〉で す。「自分のこと」 を考え るこ

とは、い けない ことどころか、人生の大切 な第一歩で す。しかし、 そこには、 ひ

とつの誘惑も待 ち受 けてい ます。 それは「自分のことばかり」考 えるとい う誘惑

で す。「自立」 と「利己主義」 とは一緒 にで きませ ん。創世記 には、 アダ ムとエバ

が誘惑 に陥るところ が記されてい ます。 アダ ムとエバは、禁 じられた実を食べて

賢 くなった結果、 自己弁護 と自己防衛 はうまくな りましたが、他人 を傷つけ、他

人 を罪 に陥 れるような人間 になってし まい まし た。 子 どもにも 「自分 のことばか

り」考 えようとする誘惑があることを忘 れてはならないでしょう。 そのことを知

った上で、育ててい くのです。

パウロは言い ます。「自分のことばか りで なく、他人のことも考えなさい」 と。

「考えなさい」 は、原文で は「見つ める」「注意を払 う」 とい う意味で す。他人の

ことが自分の視野の中に入ってい なければなりません。「自分」 の世界 から目を転

じて、 自分の隣 にい る人 が、何を喜 び、 何を悲 しみ、何を求めているかを、 注視

することが求められてい るのです。

子 どもたちが、自分 のことばか りで はな く、他人 のこ とも考える 「思いや り」

の心が育ったなら、 どんなに素晴らしい ことだろうかと思い ます。 キリストの心

を心とし、他人のことを 「思いやる」教育 がどんなに大事かと思い ます。

岡本不二夫・執筆　当時・日本キリスト教団平塚教会牧師　附属平塚二葉幼稚園園長

1986年「キリスト教保育」誌7月号より

搭省略、要約してあ|）ます。新共同訳型1!Fでは、フィリピの信徒への手紙2:4です。
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